
本多図書館
☎（042）324-2022
思（042）322-8202

本多1－7－1

光図書館
☎（042）576-5907
思（042）571-1470
光町3－13－19

もとまち図書館
☎（042）325-4222
思（042）327-9413
東元町2－3－13

並木図書館
☎（042）321-9972
思（042）327-9331
並木町2－12－3

本多図書館駅前分館
☎（042）324-0505
思（042）324-0505
本町4－1－9－4F

恋ケ窪図書館
☎（042）324-1927
思（042）327-9412
西恋ヶ窪4－12－8

［ホームページ］
　http://library.kokubunji.ed.jp/
［モバイルサイト］
　http://library.kokubunji.ed.jp/mobile/
［ツイッター］ユーザー名＝@koku_library
　http://twitter.com/koku_library
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●中江有里さん　トークイベント
（午後2時～3時30分）
　女優・作家の中江有里さんをお招きして、読
書に関するお話と朗読を交えたトークイベン
トを行います。c200人程度

～その他のイベント～
●『はじめての多摩図書館』（午後1時４0分～3時30分）
　小学生を対象とした図書館の裏側を探検するバックヤードツアーと
楽しいおはなし会です。c小学生30名程度

●バックヤードツアー（午前・午後各一回）
　普段は見ることができない書庫など、図書館の裏側を含め新しい都
立多摩図書館をくまなくご案内します。c各回10名程度

●記念展示『雑誌と絵本で世界を知る』も行います。（申込不要）

その他、2月以降もさまざまなイベントを企画しています。
詳しくは都立多摩図書館ホームページをご覧ください。

各イベントの申込方法
「都立多摩図書館移転オープン記念」事務局にお問い合わせください。
☎�（03）5966―5779�
(午前10時～午後6時 土日祝休日 ・年末年始を除く)
a opentaｍa_event@stage.ac
v（03）5966―5773
・申込期限：1月16日（月）まで
・申込多数の場合は、抽選となります。

【所在地】　　〒185―8520　泉町2―2―26
【問合せ】　　☎（042）359―4020（1月29日～）
　　　　　　☎（042）359―4033（12月1日～1月28日）
【アクセス】　ＪＲ中央線・武蔵野線　西国分寺駅南口　徒歩7分
【開館時間】　月～金　　　午前10時～午後9時
　　　　　　土日祝休日　午前10時～午後5時30分
【休館日】　　毎月第1木曜日（休日・他の休館日と当たるときは第2木曜日）
設備等の保守点検日：毎月1回／特別整理期間：年12日以内、年末年始（12／29～1／3）
【ホームページ】http://www.library.ｍetro.tokyo.jp/
� 携帯電話・スマートフォンはこちら→

　約200人収容できる2階セミナールームを貸出します（有
料）。二分割でもご利用可能です。
　研修会や講演会のほか、音響設備を使った上映会などに
も利用できます。3ヶ月前から予約できます。
　詳しくは電話でお問合せください。
☎（0４2）359―４021（セミナールーム担当）

◆セミナールームの予約受付◆

都立多摩図書館（平成29年1月29日から）

♪当日はたまらん
にゃーとホッチも
来るよ！

1月29日（日）
移転オープン当日イベント（要申込）

　都立多摩図書館がスケールアップして、立川から西国分寺へ
移転オープンします。
　雑誌や子どもの本のことなら、図書館司書がどんなご相談・
ご質問にも応じます。
　また、館内で雑誌や児童書等の最新号や新刊本が見られます。
館内にはカフェもオープンします。
　皆さんも新しい都立多摩図書館へ行ってみませんか。

～雑誌と子どもの本の図書館～

※都立多摩図書館ホームページにはその他のサービスや詳しい情報を載せています。ぜひご覧ください。

Ｑ　都立多摩図書館は誰でも利用できるの？　　　Ａ　誰でも利用できます。入口で入館証を受け取ってください。
Ｑ　雑誌や本の貸出しはしているの？　　　　　　Ａ　 個人の方へ直接の貸出しはしていません。借りたい資料がある時は、

お近くの市立図書館へリクエストしてください。

●東京マガジンバンク
　約17，000タイトルの雑誌をもとに、時代の社
会経済状況を先端的に捉えるといった、図書と
は異なる雑誌ならではの特性を活かしたサービ
スを行っています。
・皆さんが興味を持って参加できる講演会など
を定期的に開催します。

●児童・青少年資料サービス
　所蔵資料約22万冊をもとに、東京都の子どもの読書活動を推進す
るため、さまざまなサービスを行っています。
・定期的に「おはなし会」を開催します。
・「こどものへやカウンター」では、いつでも気軽に質問・相談が
できます。
・「選書コーナー」（児童書の新刊1年分約4，500冊）を設置して、
子どもの読書に関わる方々を支援します。

都立多摩図書館の主なサービス

東京都立多摩図書館が
平成29年1月29日（日）

国分寺市に移転オープンします

姿見の池
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この図書館だよりは、別刷りして各市立図書館に置いてあります
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2 図 書 館 だ より

▲恋ケ窪図書館▲並木図書館▲光図書館・しんかんせん文庫

▲ブックポスト▲もとまち図書館▲本多図書館・駅前分館・ブックポスト

■�利用登録　市内在住、在勤・在学の方、相互
利用をしている市（国立市・府中市・小平市
・立川市）にお住まいの方が登録できます。
登録には、住所・氏名が確認できるもの�
（免許証・保険証・社員証・学生証など）が
必要です。

■�貸出　本は1人12冊（相互利用の方は5冊）、
ＣＤは2タイトル（相互利用の方は1タイト
ル）で貸出期間は2週間です。

　雑誌の最新号は閲覧のみです。
■�予約　本は1人12冊、ＣＤは2タイトル予約
ができます（相互利用の方を除く）。

　�ＨＰからの予約はパスワードの発行（要身分
証明）が必要です。

■ 開館日　午前9時30分～午後5時（本多図書
館は火～金曜午前9時30分～午後8時、

　光図書館は午前9時30分～午後7時）
■�休館日　毎週月曜・年末年始・特別整理日
※祝日は午前9時30分～午後5時開館。
　月曜祝日は、本多図書館・光図書館は開館

利用あんない

～今年も「ろうそくつけて、おはなしの世界へ」が行われました～
今年で、11回目を迎えたおはなしの会「でんでんだいこ」・もとまち図書館

共催「ろうそくつけて、おはなしの世界へ」が、10月22日（土）好評のうち
に終わりました。子どもが12人、大人が41人参加し、耳から聞くお話の世界
を堪能しました。
おはなしの会「でんでんだいこ」は、今年で活動19年目を迎える語りの会

です。国分寺市内の小学校・幼稚園などでおはなしの出前を行い、子どもた
ちに昔話や物語を語っています。もとまち図書館のおはなし会「おはなしの
部屋」でも、毎月第3水曜日の午後3時30分から、絵本の読み聞かせや手遊び
などを行っています。
この「ろうそくつけて・おはなしの世界へ」では、「第1部　幼児から小学1、

2年生」「第2部　小学中学年から」とに分けて、それぞれ4～5つのお話を聞
きました。初めて聞く楽しいお話に、客席の子どもたちや大人たちから笑い
声があがっていました。
おはなし会の中で語られたおはなしが載っている本は、図書館でしばらく

の間展示し、たくさんの方に貸出しされていました。
昔話などの語りを、小さいころから耳から聞いて育った子どもは、想像力

や表現力が豊かになり、本を読む力もついていくと言われています。このお
はなし会をきっかけに、参加者の皆さんから子どもたちへの語りの輪が広が
ることを願っています。

もとまち図書館では昭和58年から、児童文学に関係する講師を招
き、年に2回の講演会をおこなっています。
1回目は平成29年1月25日（水）午前10時30分～正午　もとまち公

民館　視聴覚室で開催を予定。幼稚園などで幼児教育に携わりなが
ら、全国の子どもから大人へ、楽しいおはなしを語っている藤田浩子
さんを招き、わくわくするおはなし会を楽しみます。2回目は3月25日
（土）に絵本作家の川端誠さんを招く予定です。どうぞ、お楽しみに。
� →もとまち図書館☎（042）325―4222

～もとまち図書館　児童文学講座～
□「おはなしの木　冬のスペシャルおはなし会」

並木図書館　おはなし会

d平成29年2月18日（土）午後2時～4時
b並木公民館大会議室
　ミニ原画展もあります。詳細は2月1日号市報をご覧ください。

� →並木図書館☎（042）321―9972

～並木図書館　薮内竜太さん講演会～
「好きこそものの上手なれ―動物画家薮内正幸―」

d12月16日（金）午後2時30分～　b並木図書館おはなしのへや
t幼児・小学生～
　おはなしグループ「おはなしのくにピッピ」をスペシャルゲスト
に迎え、楽しいおはなし会を開催します。なにをやるかはお楽しみ。
ぜひご参加ください。
※定例開催している第3水曜日の「おはなしの木」はお休みです。
� →並木図書館☎（042）321―9972

前半の内容　�「さかさま」（『のはらうた』より。さるのぬい
ぐるみを使って）／「さるとかに」／「マーシ
ャとくま」／「なぞなぞのすきな女の子」（パ
ペットを使って）

後半の内容　�「てんてんてん」（しかけ紙芝居）／「犬と猫
とうろこ玉」／「たまごのカラの酒つくり」／「み
そ買い橋」／「世界でいちばんやかましい音」


